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　昨年発表された平成22年国勢調査の確定数値は7,964でした。平成23年12月末現在の人口は8,026人で住民
基本台帳上では人口8,000人台を維持しています。この10年間で減少した人数は1,410人。毎年約140人の減と
なっていますが、昨年1年間を見ると164人減少しており、平均値を上回る減少数となっています。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は366回で一昨年の374回は下回りまし
た
が、1カ月平均でみると30.5回と毎日出動している計算になります。搬送種別では
急病による搬送が最も多く、出動回数全体の約46％を占めています。
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�� 平成22年度　�� 平成23年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成23年1月～12月

�������	

　昨年の北海道全体の交通事故死者数は対前年で25人少ない190人。昭和24年以
来、62年ぶりに200人を下回ったものの、都道府県別では6位と死者数の多い地域で
あることに変わりありません。羽幌町においては、4年連続で死亡事故が発生、物
損事故は昨年より5件多い125件となっています。
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりとなっています。総収集量は、平成14年度
にごみ収集の有料化が始まって以来、減少傾向にあり、昨年も対前年で34t減少し
ています。しかし、全体の6割を占める生ごみ・一般ごみは一昨年と比較して24t増
加しています。
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　上水道の使用量は毎年夏場に増加する傾向にありますが、昨年全体の使用量は一
昨年と比較して1.9％、13,812�減少しました。内訳をみると全国的に節水に対す
る意識が高まってこともあってか家庭用では3,402�、営業用においては2,856�の
減となりました。
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※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴い使用件数、使用量ともに増加しています。家庭用においては一昨年と比
較して使用件数で60件、使用量で9,239�の増加となっています。
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※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。


